
第
、/、／、三

1994年1月6日創壬山:毎日発i行

2060

R AS リーダァスクラブFAXニュース

号 リーダァスクラブ (2002年)平成14年 5月31日金曜日

園
大阪市中央区平野町3－1-10Tel:06-6209-7678

株式会社FPシミュレーション編集発行人:税理士三輪厚二Fax:06-6209-8145

△ 限定b承認による相続

Q :父が亡くなりました。父は生前に事業
に失敗して多額の負債を抱えていました。

このような場合、相続放棄のほかに限定承

認という制度があると聞きましたが、どのよ

うな制度でしょうか。

A:被相続人の財産も債務も引き継ぐもの
の 、 その債務は相続によって得た財産の範囲

内でのみ支払う責任を負い、相続人固有の財

産で支払う責任は負わないというものです。

【解説】

相続放棄は、被相続人の財産も負債も一切

引き継がない手続きです。しかし、被相続人

が生前事業を営んでいて今現在は多額の負債

を抱えているものの、事業を承継すれば将来

十分返済の見込みがあると考えられるような

場合には、限定承認という制度があります。

限定承認とは、相続人全員が相続によって

取得した財産を限度として被相続人の債務及

び遺贈の義務を負担するという制度です。

手続きは、相続開始を知った時から3か月

以内に被相続人の最後の住所地の家庭裁判所
へ ｢相続の限定承認の申述審判申立書」を提

出して行います。しかし、相続人が複数いる

場合、限定承認は相続人全員でなければ申述

できません。つまり、共同相続人となる者の

うちに1人でも反対する者がいれば、限定承

認できないことになります。

また、限定承認をすると、相続開始時に、

相続財産を時価（通常の市場価額）で譲渡し

たものとして、被相続人に譲渡所得税が課さ

れます。
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